
［車重二】
一二■■

▼＝ゴ■■

，■－．二一一▲

電コ

循
司
と
太
宰
治

盛
岡
市
観
光
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
頼
長
　
中
村
光
紀

昨
年
、
太
宰
治
の
生
誕
一
〇
〇
年
の
六
月

十
九
日
、
花
巻
で
太
宰
治
の
未
公
開
ハ
ガ
キ

が
発
見
さ
れ
、
全
国
的
に
話
鹿
を
呼
ん
だ
。

彼
と
生
前
交
友
の
あ
っ
た
花
巻
出
身
の
天

逝
の
詩
人
三
田
循
司
（
じ
ゅ
ん
じ
）
に
宛
て

た
五
通
と
そ
の
弟
哲
（
せ
い
）
宛
の
一
通
で

あ
る
。そ

の
後
、
北
上
の
「
日
本
現
代
詩
歌
文
学

館
」
で
展
示
さ
れ
た
こ
の
資
料
を
、
同
館
と

所
蔵
者
の
妹
三
田
綾
子
さ
ん
、
発
見
者
の
赤

澤
征
夫
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
旧
制
岩
手
中
学

で
学
ん
だ
三
田
循
司
を
盛
岡
の
方
々
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
六
月
十
日
か
ら
八

月
二
〇
日
ま
で
青
春
館
で
公
開
の
運
び
と

な
っ
た
。

三
田
循
司
は
、
一
九
一
七
年
（
大
正
6
）

花
巻
市
に
生
ま
れ
、
私
立
岩
手
中
学
校
か
ら

仙
台
の
旧
制
二
高
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
に
入
学
し
た
。
東
大
在
学
中
の
四
〇

年
（
昭
和
1
5
）
二
高
時
代
か
ら
親
交
の
あ
っ

た
戸
石
泰
一
ら
と
同
人
誌
『
芥
』
（
あ
く
た
）

を
発
刊
し
、
三
田
は
帝
を
発
表
し
て
い
た
。

そ
の
頃
、
戸
石
と
三
鷹
に
あ
る
太
宰
治
の

自
宅
を
た
び
た
び
訪
れ
、
文
学
に
つ
い
て
教

え
を
受
け
る
な
ど
兄
事
し
た
。
■
そ
し
て
、
太

宰
と
親
交
の
あ
る
件
家
、
山
岸
外
史
（
昭
和

三
七
年
『
人
間
太
宰
治
』
）
か
ら
は
、
三
田
の

辞
の
才
能
を
高
く
評
価
さ
れ
た
。

四
一
年
（
昭
和
1
6
）
に
戦
争
の
た
め
東
大

を
三
年
で
繰
り
上
げ
卒
業
し
て
、
翌
年
召
集
、

盛
岡
北
部
第
6
2
．
部
隊
に
入
隊
筍
四
三
年
（
昭

和
1
8
）
「
ア
ツ
ツ
島
の
玉
替
に
よ
り
わ
ず
か

2
6
歳
の
若
さ
で
戦
死
し
た
。
　
、

太
宰
治
は
、
四
四
年
（
昭
和
1
9
）
雑
誌
「
新

若
人
」
三
月
号
に
掲
載
し
た
短
編
小
説
「
散

華
」
で
、
三
田
循
司
を
実
名
で
登
場
さ
せ
た
。

太
宰
は
三
田
の
詩
介
才
能
に
つ
い
て
、
出
征

後
に
受
け
取
っ
た
四
通
の
三
田
か
ら
の
ハ
ガ

キ
を
引
用
し
て
、
そ
の
資
質
に
つ
い
て
疑
問

を
感
じ
な
が
ら
論
じ
て
い
た
が
、
最
後
に
受

け
取
っ
た
一
通
に
感
動
を
受
け
た
こ
と
が
、

散
華
を
書
く
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

「
御
元
晃
で
す
か
。

遠
い
空
か
ら
御
伺
ひ
し
ま
す
。

無
事
、
任
地
に
着
き
ま
し
た
。

大
い
な
る
文
拳
の
た
め
彗

死
ん
で
下
さ
い
。

自
分
も
死
に
ま
す
、

こ
の
戦
争
の
た
め
に
。
」

当
初
、
山
岸
外
史
ほ
ど
三
田
の
辞
を
評
価

し
て
い
な
か
っ
た
太
宰
は
「
私
に
『
死
ん
で

下
さ
い
』
と
た
め
ら
わ
ず
白
熱
に
言
っ
て
く

れ
た
の
は
、
三
田
君
ひ
と
り
で
あ
る
。
な
か

な
か
言
え
な
い
含
量
爪
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
自

然
な
嗣
子
で
、
そ
れ
を
言
え
る
の
は
、
三
田

君
も
つ
い
に
一
流
の
詩
人
の
資
格
を
得
た
と

思
っ
た
ご
．
と
、
そ
の
感
動
を
記
し
た
¢
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兼
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